
元本郷お助け隊【チラシ作成支援】

＜メンバー＞

中心 １２名

＜ 活 動 ＞

①就労移行支援、②就労継続支援Ｂ型、③生活介護といった支援を受けている８６名の

利用者に対して、ご本人の状況を配慮しながら、働く場所と仕事を提供しています。

２００７年に社会福祉法人武蔵野会が、東京都から移譲された障害福祉サービス事業所

「八王子福祉作業所」事業の一環として、「プラスワン社会活動」を行っています。

通所している人たちの作業の一つ「かけこみ１１０番」という活動をきっかけに、地域

には高齢者などちょっとした事の手助けを求める人が多いこと分かりました。

そこで、武蔵野会の理念「自分を愛する

ようにあなたの隣人を愛せよ」のもと、

ちょっとした困りごとを抱えている

より多くの人たちに手を差し伸べよう

との趣旨で「元本郷お助け隊」発足さ

せました。

■元本郷お助け隊とは



◼団体ニーズ

◼取り組み

活動期間：事務局ヒアリング

2021/9/16  包括支援センター追分:枌さん

9/29 武蔵野会:正岡さん

活動 11/16・28

ワーカー：1名（鈴木佐登美さん）

キャッチコピーやイラストを活かしたチラシになりました

◼活動期間と態勢

。

◼効果
ヒヤリングの時点では、相談者にはチラシ作成スキルはあ

まりなく、無料ソフト「Canva」を教えるイメージでしたが、

既にイラストレーターを使われていて、技術的な面よりも

活動の在り方自体に関わる考え方まで共有できました。

◼特記事項
八王子市福祉部が始めた包括（高齢者あんしん相談センター）

を中心とする「地域の縁結びプロジェクト」（プロボノ）が

始まった中で、包括から頂いたテーマを引き継いでの活動でし

た。ワーカーも支援センタースタッフが、時間外に協力して

頂いたという、２つの意味で初めてのケースになりました。

元本郷お助け隊【チラシ作成支援】

障がい者の就労支援事業の一環で「かけこみ１１０番」
活動をきっかけに、地域でちょっとした困りごとを抱え
た人向けに、利用を呼び掛ける資料を作成したが、その
評判が芳しくないので相談したいという内容でした。

単にチラシ作成の技法ではなく、このような活動に造

詣の深い鈴木さんがサービス利用者の視点で、チラシ

を通した遡及のポイントを伝授して頂きました。

当初、作成された利用を呼び掛けるための資料の一部


